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はじめに

　
は
じ
め
に

　

学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
対
策
は
︑
そ
の
重
要
性
が
最
近
︑
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
︒

そ
れ
を
受
け
て
︑
月
刊
誌
﹁
教
育
と
医
学
﹂
で
は
︑﹁
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
ど
う
対
応
す
る
か
﹂

（
第
六
十
巻
十
二
号
︑
二
〇
一
二
年
）︑﹁
ア
レ
ル
ギ
ー
と
学
校
生
活
﹂（
第
六
十
一
巻
九
号
︑
二
〇
一
三
年
）
な

ど
で
特
集
を
組
み
︑
情
報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
︒

　

今
回
︑
こ
れ
ら
の
特
集
を
ベ
ー
ス
に
︑
そ
の
後
の
変
化
と
︑
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
基
礎
的
理
解
︑

心
身
医
学
的
側
面
︑
気
管
支
喘
息
︑
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
︑
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
︑
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児

の
食
事
・
給
食
等
の
項
目
を
追
加
し
︑
こ
の
一
冊
で
現
在
の
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
新
の
知
識
と
︑
学
校

生
活
に
お
け
る
留
意
点
が
す
べ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
編
集
し
ま
し
た
︒
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私
た
ち
の
意
図
が
読
者
の
皆
様
方
に
十
分
に
伝
わ
り
︑
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た

学
校
生
活
を
過
ご
し
︑
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
作
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
︒

　

本
書
が
︑
読
者
の
理
解
を
助
け
︑
柔
ら
か
な
か
か
わ
り
へ
と
結
び
つ
く
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
︒

　
　
　
　
二
〇
一
五
年
十
月

西
間
三
馨　
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／
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︑
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／
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Ｏ
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／
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＂
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／
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／
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追
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／
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／
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﹁
到
達
目
標
﹂
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／

﹁
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﹂（
保
護
者
か
ら
）
／
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﹁
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﹂
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／
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第１章　小児アレルギーの現状と学校生活

2

　

近
年
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
全
年
齢
、
全
世
界
的
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
喘
息
と
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
に
つ
い
て
は
学
童
で
減
少
し
始
め
て
い
る
と
い
う
報
告
も
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
特
に
小
児
に
お
い
て
は
最

近
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
（
稿
末
の
註
参
照
）
を
含
む
重
症
な
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
乳
幼
児
か
ら
学

童
ま
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
症
の
有
症
率
の
上
昇
と
低
年
齢
発
症
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
は
、
喘
息
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
で
は
生
命
の
危
険
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
も
学
校
生

活
に
お
け
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality of life

：
生
活
の
質
）
の
障
害
は
多
く
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
ア
レ
ル
ギ
ー
児

の
学
習
権
の
保
障
の
意
味
か
ら
み
て
も
重
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
基
本
的
に
『
学
校
保
健
の
動
向
〈
平
成
26
年
度
版
〉』
の
「
ア
レ
ル
ギ
ー
科
」
の
私
の
記
述
に
、

最
近
の
知
見
を
補
足
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
特
に
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
十
二
月
に
東
京
都
の

1）

C
h

a
p

ter O
n

e1
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
学
校
生
活

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
の
最
近
の
動
向
と
環
境
整
備
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1 　小児アレルギーの最近の動向と環境整備

小
学
校
で
起
き
た
学
校
給
食
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
死
亡
例
の
後
、
再
度
文
部
科
学
省
の
行
っ

た
全
国
調
査
「
平
成
25
年
度
学
校
生
活
に
お
け
る
健
康
管
理
に
関
す
る
調
査
」、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
「
学
校

給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
調
査
」、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
三
月

二
十
日
に
公
表
さ
れ
た
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
の
最
終

報
告
、
お
よ
び
現
在
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
文
部
科
学
省
主
催
、
ま
た
は
日
本
学
校
保
健
会
・
㈱
フ
ァ

イ
ザ
ー
共
催
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
研
修
会
の
概
要
に
つ
い
て
も
追
加
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
有
症
率

　

日
本
の
学
童
に
お
け
る
経
年
的
調
査
と
し
て
は
、
西
日
本
十
一
県
の
小
学
児
童
の
一
九
八
二
年
、
一
九
九
二

年
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
一
二
年
の
四
回
に
わ
た
る
疫
学
調
査
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
一
九
八
二
年
は
喘
息
の
み

の
調
査
）。
一
九
九
二
、
二
〇
〇
二
、
二
〇
一
二
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
喘
息
三
・
二
（
一
九
八
二
年
）
↓
四
・

六
↓
六
・
五
↓
四
・
七
％
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
一
五
・
九
↓
二
〇
・
五
↓
二
八
・
一
％
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結

膜
炎
六
・
七
↓
九
・
八
↓
一
一
・
四
％
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
一
七
・
三
↓
一
三
・
八
↓
一
一
・
七
％
で
す
。

2）

3）

4）

5）



第１章　小児アレルギーの現状と学校生活

4

　

最
新
の
第
四
回
調
査
結
果
で
は
、
喘
息
と
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
は
減
少
傾
向
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
ア
レ

ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
は
増
加
を
続
け
、
二
〇
一
二
年
調
査

に
新
た
に
追
加
さ
れ
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
有
症
率
は
後
述
の
文
部
科
学
省
調
査
よ
り
も

高
値
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
レ
ル
ギ
ー
は
増
加
傾
向
の
た
め
、
文

部
科
学
省
は
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
、
全
国
の
小
・

中
・
高
等
学
校
約
一
三
〇
〇
万
人
の
児
童
生
徒
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
実
態
調
査
を
、
養
護
教
諭
を
通
じ
て
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
図
１
の
左
側
の
バ
ー
①
に
示

す
よ
う
に
、
喘
息
五
・
七
％
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

五
・
五
％
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
九
・
二
％
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
結
膜
炎
三
・
五
％
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
二
・
六

％
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
〇
・
一
四
％
で
、
特
に
予
想

30

25

20

15

10

5

0

（％）

喘
息

ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎

ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎

ア
レ
ル
ギ
ー
性

結
膜
炎

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

有
症
率

5.7 4.7 5.8 5.5

11.7

4.9

9.2

28.1

12.8

3.5

11.4

5.5
2.6 3.6

4.5

0.14 0.8 0.5

①全国調査（2004年、公立小・中・
　　　　　　高校・中等教育学校）
②西日本調査（2012年、小学校）
③全国調査（2013年、公立小・中・高校）

●① ●② ●③ ●① ●② ●③ ●① ●② ●③ ●① ●② ●③ ●① ●② ●③
●① ●② ●③

図１●�日本全国の児童生徒全体および西日本11県小学児童の
アレルギー疾患有症率
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1 　小児アレルギーの最近の動向と環境整備

以
上
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
図
１
に
は
、「
西
日
本
小
学
児
童
ア
レ

ル
ギ
ー
疫
学
調
査
二
〇
一
二
年
」
の
結
果
を
参

考
の
た
め
中
央
の
バ
ー
②
に
示
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
、
文
科
省
は
同

様
に
全
国
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
公
立
の
小
・

中
・
高
等
・
中
等
教
育
学
校
の
計
二
万
五
五
一
二
校
）。

そ
の
結
果
は
、
図
１
の
右
側
の
バ
ー
③
に
示
す

よ
う
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
一
三
年
調
査
で
の
児
童
生
徒
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
有
症

率
と
エ
ピ
ペ
ン
R
保
持
者
数
を
み
ま
す
と
、
小

学
生
ほ
ど
そ
の
率
は
高
く
、
エ
ピ
ペ
ン
R
保
持

6）

表１●平成25年調査における児童生徒の
　　　　食物アレルギーとアナフィラキシー

食物アレルギー アナフィラキシー エピペン®
保持者

小学校 219,897 29,282 17,866
（4.5％） （0.6％） （0.4％）

中学校 115,759 9,730 4,691
（4.7％） （0.4％） （0.2％）

高等学校 71,098 4,566 1,288
（4.0％） （0.3％） （0.1％）

中等教育学校 792 43 20
（5.0％） （0.3％） （0.1％）

合計 407,546 43,621 23,865
（4.5％） （0.5％） （0.3％）

上段は人数、（　）内は有症率。
� 出典：文献２より。
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6

者
は
全
国
で
二
万
三
八
六
五
人
（
〇
・
三
％
）
と
驚
異
的

な
急
上
昇
を
示
す
数
値
で
し
た
（
表
１
）。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
保
育
園
で
の
問
題
が
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
、
厚
生
労
働
省
か

ら
「
保
育
園
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
手
引
き
２
０

１
１
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
ゼ
ロ
〜
六
歳
児

の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
高
い
有
症
率
が
示
さ
れ
ま
し
た

（
図
２
）。学

校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
児
へ
の
対
応

　

学
童
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
高
有
症
率
と
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
障
害
の
状
況
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
で
は
「
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
、

関
係
医
学
会
、
患
者
団
体
、
学
校
関
係
者
を
中
心
に
集
中 7）

10

8

6

4

2

0

（％）

有
症
率

7.7

9.2

6.5

4.7
3.5

2.5
1.3

4.9

乳幼児
（N＝101,322）

n
0 歳

（7,132）
1 歳

（14,652）
2 歳

（17,405）
3 歳

（18,999）
4 歳

（19,809）
5 歳

（19,852）
6 歳

（3,473）
全体

図２●乳幼児の食物アレルギーの年齢別有症率
出典：文献７より。
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1 　小児アレルギーの最近の動向と環境整備

的
に
議
論
を
重
ね
て
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
三
月
、「
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取
り
組
み
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
学
校
保
健
会
を
通
し
て
、
全
国
小
・
中
・
高
等
学
校
に
各
三
冊

を
配
布
し
、
本
格
的
に
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
有
す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
校
で
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
な
お
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
保
育
園
に
対
し
て
は
二
〇
一
一
年
三
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
作
成
さ
れ
、
日
本
保
育
園
保
健
協
議
会
を
通
し
て
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
（http://w

w
w

.nhhk.net/

）。

　

学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
た
後
も
そ
の
普
及
が
必
ず
し
も
十

分
で
は
な
い
た
め
、
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
は
、
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児

童
家
庭
局
保
育
課
と
共
同
で
各
地
に
お
け
る
普
及
啓
発
講
習
会
を
開
催
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
普
及
に
努
め
て
い
た
最
中
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
の
調
布
市
で
の
事
故
が
発
生
し
た
た
め
（
詳
細
は
終
章

を
参
照
）、
二
〇
一
三
年
以
降
、
さ
ら
に
活
動
を
強
化
し
全
国
的
に
研
修
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
取
り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
次
の
①
〜
⑥
で
す
。

①
児
童
生
徒
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
高
い
有
症
率
が
教
育
側
か
ら
の
全
国
集
計
で
出
た
こ
と
、

8）
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②
調
査
の
分
析
に
は
文
部
科
学
省
側
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
専
門
医
が
濃
厚
に
関
わ
っ
た
こ
と
、

③
調
査
だ
け
に
終
わ
ら
ず
結
果
分
析
後
、
学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
取
り
組
み
の
検
討
に
入
っ

た
こ
と
、

④
そ
の
結
果
、
学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に

指
示
し
た
こ
と
、

⑤
そ
の
中
で
学
校
生
活
管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
）
を
示
し
、
医
療
的
ケ
ア
に
も
踏
み
込
ん
だ
こ
と
、

⑥
特
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
は
Ｑ
＆
Ａ
集
を
作
る
こ
と
で

即
応
し
た
こ
と
。

　

教
育
界
（
文
部
科
学
省
）
が
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
そ
の
教
育
保
障
の
た
め
、
学

校
側
、
保
護
者
側
、
医
療
者
側
三
者
の
共
通
理
解
の
ツ
ー
ル
と
な
る
「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
」
を
作
成
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

該
当
学
童
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
状
態
と
管
理
に
お
け
る
共
通
理
解
の
た
め
、
表
裏
一
枚
を
使
い
、「
学
校

生
活
管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
）」
が
作
ら
れ
ま
し
た
（
こ
の
管
理
指
導
表
は
、
巻
末
資
料
一
九
九
頁
を
参

照
）。
こ
れ
は
、
学
校
保
健
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.gakkohoken.jp

）
か
ら
取
り
出
し
て
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
書
い
て
も
ら
い
、
基
本
的
に
は
毎
年
、
学
校
に
保
護
者
が
提
出
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

9）
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取
り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

普
及
状
況
と
課
題

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
特
別
に
配
慮
や
指

導
を
行
っ
て
い
る
事
項
を
み
る
と
、
二
〇
一
三

（
平
成
二
十
五
）
年
度
調
査
で
は
、「
保
護
者
の
申

し
出
に
基
づ
い
て
対
応
（
管
理
指
導
表
や
そ
の
他
の

医
師
の
診
断
書
は
求
め
な
い
）」
は
、
二
〇
〇
四
（
平

成
十
六
）
年
度
調
査
の
九
八
・
三
％
に
比
し
て
五

八
・
五
％
と
減
少
し
、
管
理
指
導
表
や
医
師
の
診

断
書
の
提
出
を
必
須
と
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
ま

す
（
図
３
）。

　

緊
急
時
の
エ
ピ
ペ
ン
R
注
射
に
つ
い
て
の
見
解

で
は
、
九
九
％
が
「（
学
校
関
係
者
が
エ
ピ
ペ
ン
R

90.9

77.2

74.6
68.3

69.7
47.0

58.5

98.3

0 20 40 60 80 100

修学旅行等の宿泊行事への参加の際、
宿泊先の食事、症状誘発時の対応等に
配慮している
食物アレルギーのある児童生徒の周知や
症状誘発予防・誘発時の対応について、
教職員の共通理解を図っている
校外学習（日帰り）への参加の際、
外出先の食事、症状誘発時の対応等に
配慮している
保護者の申し出に基づいて対応
（管理指導表やその他の医師の
診断書は求めない）

平成 16 年度 平成 25 年度

（％）

図３●食物アレルギーについて特別に配慮や指導を
　　　　 行っている事項（平成25年度と16年度との比較）

出典：文献２、文献６をもとに改編。
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注
射
を
行
う
こ
と
は
）
医
師
法
違
反
に
は
当
ら
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
も
の
の
、
エ
ピ

ペ
ン
R
が
処
方
さ
れ
て
い
る
児
童
生
徒
が
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
本
人

が
自
ら
エ
ピ
ペ
ン
R
を
使
用
で
き
な
い
場
合
の
学
校

側
の
対
応
は
、
理
想
と
さ
れ
る
「
立
場
に
関
係
な
く
、

全
教
職
員
の
誰
も
が
直
ち
に
注
射
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」
は
五
五
・
七
％
で
し
た
（
図
４
）。

　

ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
等
の
緊
急
時
の
対
応

に
関
す
る
取
組
み
は
、「
主
治
医
と
連
携
し
て
具
体

的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
」
は
四
四
・
三
％
と
や

や
高
い
も
の
の
、「
特
に
取
組
み
を
行
っ
て
い
な
い
」

が
三
三
・
〇
％
と
不
十
分
で
し
た
（
図
５
）。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
特
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を

発
症
し
た
と
き
の
救
急
治
療
は
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

ａ立場に関係なく、全教職員
の誰もが直ちに注射するこ
とになっている
ｂ特定の教職員が直ちに注射
することになっている
ｃ主治医・学校医または保護
者等の電話等による指示を
受けながら注射することに
なっている
ｄ学校の教職員は注射しない
ことになっている
ｅ統一した方針は示しておら
ず、各学校の判断に任せら
れている

55.7％

ａ

ｃ
ｂ

36.8％

ｅ

ｄ 0.2％
ｃ 4.0％

ｂ 3.3％

図４●エピペン®を処方されている児童生徒が　　　
アナフィラキシーの状態にあり、かつ、本人が自ら
エピペン®を使用できない場合の学校側の対応

出典：文献２より。
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（
商
品
名
は
エ
ピ
ペ
ン
R
）注
射
が
第
一
選
択
薬
で
す
。
本
薬
剤

は
児
童
生
徒
が
所
持
し
て
い
れ
ば
、
教
職
員
、
救
急
救
命
士

等
、
そ
ば
に
い
る
者
が
注
射
し
て
も
医
師
法
違
反
に
な
ら
な

い
と
明
確
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の

使
用
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
地
で
使
用
法
の
講
習
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
七
月
に
日
本
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
か
ら
一

般
の
人
が
エ
ピ
ペ
ン
R
を
使
う
基
準
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
表

２
）。

　

ま
た
、
東
京
都
は
同
時
期
に
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
緊
急
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
と
ポ
イ

ン
ト
は
、
①
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
緊
急
性
の
見
分
け
方

と
対
応
手
順
を
分
か
り
や
す
く
解
説
、
②
症
状
を
観
察
す
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
し
て
新
た
に
作
成
、

③
エ
ピ
ペ
ン
R
の
使
用
方
法
と
小
児
の
心
肺
蘇
生
を
図
示
、

10）

11）

44.3

19.5

12.6

16.8

14.7

33.0

0 10 20 30 40 50

ａ．主治医と連携して
　　具体的な取組みを行っている
ｂ．学校医と連携して
　　具体的な取組みを行っている
ｃ．消防機関と連携して
　　具体的な取組みを行っている
ｄ．エピペン®を所持している
　　児童生徒の情報を消防機関に提供している
ｅ．ａ～ｄ以外の取組みを
　　行っている

ｆ．特に取組みを行っていない

（％）

図５●アナフィラキシー等の緊急時の対応に関する取り組み
出典：文献２より。
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④
施
設
内
で
の
役
割
分
担
、
と
な
っ
て
お
り
、

極
め
て
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
６
）。

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

　
　

に
つ
い
て
最
終
報
告
（
平
成
二
十
六
年
）

　

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
に
文
部
科
学

省
が
発
表
し
た
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す

る
調
査
研
究
報
告
書
」
を
受
け
、
同
省
で
は

学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
を
示

し
て
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
前
述
し

た
よ
う
に
二
〇
一
二
年
十
二
月
に
東
京
都
調

布
市
で
学
校
給
食
終
了
後
に
、
牛
乳
ア
レ
ル

ギ
ー
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

で
小
学
五
年
生
の
児
童
が
亡
く
な
る
事
故
が

表２●一般向けエピペン®の適応（日本小児アレルギー学会）

エピペン®が処方されている患者でアナフィラキシーショック
を疑う場合、下記の症状が一つでもあれば使用すべきである。

消化器の症状 ・繰り返し吐き続ける
・持続する強い（がまんできない）おなかの痛み

呼吸器の症状
・のどや胸が締め付けられる　・声がかすれる
・犬が吠えるような咳　・持続する強い咳込み
・ゼーゼーする呼吸　　・息がしにくい

全身の症状
・唇や爪が青白い　・脈を触れにくい、不規則
・意識がもうろうとしている
・ぐったりしている　・尿や便を漏らす

当学会としてエピペン®の適応の患者さん・保護者の方への説明、今
後作成される保育所（園）・幼稚園・学校などのアレルギー・アナフィ
ラキシー対応のガイドライン、マニュアルはすべてこれに準拠すること
を基本とします。
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1 　小児アレルギーの最近の動向と環境整備

図６●「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」（一部）
＊�このマニュアルは、http://www.tokyo-eiken.go.jp/kj_kankyo/allergy/to_public/ より
ダウンロードできます。
出典：�東京都アレルギー疾患対策検討委員会監修「食物アレルギー緊急時対応マニュア

ル」（東京都健康安全研究センター発行、2013年７月、３頁）より。
� 〈提供：東京都健康安全研究センター〉
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発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
五
月
、「
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」（
筆
者
は
座
長
を
務
め
ま
し
た
）
を
立
ち
上
げ
、
児
童
生
徒
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
学
校
給
食
の
体
制
等
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
対
応
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三
月
二
十
六
日
に
出
さ
れ
た
最
終
報
告
の
各
領
域
で
「
今
後
取
り
組
む
べ
き

こ
と
」
と
示
さ
れ
た
事
項
の
要
点
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
文
部
科
学
省

１
．「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
学
校
生
活
管
理
指
導
表
の
活
用
促
進
、「
エ
ピ
ペ
ン
R
」
注
射
に
つ
い
て
よ
り
積

極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

２
．
学
校
生
活
管
理
指
導
表
の
提
出
を
必
須
。 
管
理
職
の
理
解
促
進

３
．
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

４
．
医
療
関
係
者
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
・
市
区
町
村
教
育
委
員
会
単
位
で
の
連

携
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
す
る
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